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1 組織の概要

建設許可

事業規模
　床面積：456.49㎡
　工事件数：令和３年－70件　令和４年度―66件　令和５年－56件　令和６年度―74件

   9月～8月事業年度

有資格者

環境管理責任者 小林 巧

事務局 櫻井 未咲

　土木：１級土木施工管理技士　1名、２級土木施工管理技士　1名

　　　　１級土木施工管理技士補　1名、２級土木施工管理技士補　1名

設　立 昭和56年 1月

事業者名

代表者名

株式会社 東大分ノヴェル

代表取締役社長　小林 昭雄

本社：大分県大分市牧上町１６番１２号事業所名

資本金 従業員数1000万円 7名

関連会社 なし

売上高    51百万円(2024年9月～2025年8月）

事業内容 屋内外広告サイン、イベント企画・設営、印刷、交通安全施設の設計及び施工

　建築：1級建築施工管理技士　1名、２級建築施工管理技士　1名

　その他：屋外広告士　2名、2級建設業経理士　1名

大分県・大分市・労働局・(株)佐伯建設・梅林建設(株)・(株)浦松建設主要取引先

管轄

大分県 一般建設業

許可番号許可の種類有効年月日業の種類

大分県知事（般-8） 第10461号令和13年5月1日

認証登録範囲

対象期間

レポート発行日

 全組織・全事業活動

2025年4月～2026年3月

2026年6月30日
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2 環境経営方針

基本理念

行動指針

1

2

3

4

5

6

7

制定

株式会社東大分ノヴェル

代表取締役　小林 昭雄

　株式会社東大分ノヴェルは、「Symbiosis-共生-」を理念とし、広告看板における企画、設計、
　施工を通じ、自然豊かな大分市の地域社会において、人や社会の発展に寄与する。

　株式会社東大分ノヴェルは、上記の理念から広告看板及び交通安全施設における企画、設計、
　施工の全ての過程に携わる事業者として、人と自然を大切にし、よりよい地球環境の創造及び
　地域社会に貢献することを目指すため、環境経営方針を定め、以下の事項について積極的に
　環境活動を推進する。

電気　ガソリン　軽油等の消費に伴う二酸化炭素排出量の削減又は現状維持に取り組む。

2025年4月1日

事業活動に伴う産業廃棄物について、分別回収による資源の有効活用に努め、
一般廃棄物の分別活動を推進して、適切なリサイクルに努める。

水道使用時の水量を削減し、総排水量の削減又は現状維持に努める。

化学物質使用時の使用量を管理し、総使用量の削減又は現状維持に努める。

事業に関する環境関連法規制等を遵守する。

   社員全員がこの環境経営方針を認識し、全員でEA21に取組む。
   また PDCAを回すことにより、環境経営の継続的改善に努める。

   地域社会への貢献として次世代を担う子どもたちと共に、
   日々環境に対しての意識を高め 美しい地球を守る活動を推進し取り組む。
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3 環境経営目標

2022年度～2024年度の平均値を基準値として取組む。各年度は4月～3月とする。

取り組み項目 単位 基準値 2025年度 2026年度 2027年度

基本は使用量・排出量の把握、そして基準値の維持及び削減を目標とする。

二酸化炭素排出量の削減

CO2総排出量 ㎏-CO2 25,000 基準値維持及び削減努力

電気使用量　 千kWh 24.00 基準値維持及び削減努力

ガソリン使用量 ℓ 3,000 平均値を越さないよう削減努力すること

軽油使用料 ℓ 810 平均値を越さないよう削減努力すること

廃棄物削減

一般廃棄物　排出量把握 袋 152 基準値維持及び削減努力

産業廃棄物　再資源化率 % 100 再資源化量率 100％維持

水使用量の削減

水使用量 m3 525 基準値維持及び削減努力

不良の削減

（印刷物）不良数 件 27 基準値維持及び削減努力

工事現場での目標

環境に配慮した工事の推進 環境経営計画に基づいて施工を行う。

化学物質の削減

川のボランティア 月１回 開催

＊電力の排出係数はエフビットコミュニケーションズ(株)の調整後係数（R2年）　0.477kg-CO2/kWhとした。
＊基準数値は2022年度～2024年度の平均値とする。
＊灯油とLPGは少量のため目標に設定しない。

有機溶剤の適正管理
キシレン（塗料）

kg 0.3 使用量・在庫量の把握と適正管理

社会貢献
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4 環境経営計画

電力による二酸化炭素排出量の削減
・ 冷暖房機器使用時間、空調温度適正化 〇
・ 不要照明のスイッチオフ 〇
・ トイレの消灯 〇
・ 未使用・非稼働設備の電源オフ 〇 〇
・ ＯＡ機器,空調機の退社時の電源オフ 〇
・ 節電表示の徹底 〇

自動車燃料等による二酸化炭素排出量の削減
・ アイドリングストップ 〇 〇
・ 急加速の抑制 〇 〇
・ 冷房の控えめ使用 〇 〇
・ 社用車の車両別燃費の把握 〇 〇
・ 車両点検の実施 〇 〇

一般廃棄物の削減
・ 廃棄物分別の徹底 〇 〇
・ メモ用紙のリサイクル 〇
・ 濡れている廃棄物の乾燥 〇 〇
・ 梱包材の再利用 〇 〇
・ 端材の再利用 〇

産業廃棄物の削減

化学物質の削減

節水

（印刷物）不良の削減

工事現場での目標

社会貢献
・ 川のボランティア活動 〇
・ 花いっぱい運動 〇

・ 塗装工程の改善（段取り、ムダの排除）

・ 過剰在庫、過剰発注の防止

〇

〇

・ 廃棄物分別の徹底

・ コンクリート塊やアスファルト等の再利用

〇

〇

〇

〇

〇

・ 節水器具の取り付け

・ 手洗い水量の適正化（ムダの排除）

〇

・
・

ミスを予防する
コピー用紙の無駄をなくす

〇 〇

「乙津川水辺の楽校」に参加する。
花の植栽・水やりをする。

二重チェックを徹底的にする。

〇

・ 環境に配慮した工事の推進 〇
工事の効率化に務める。
作業ミスをしないように、
事前に話し合いをしておく。

各車両毎に1か月ごとに燃料使用量の
実績値を前年度と比較し評価する。
製造部、営業部の管理責任者はその
結果を踏まえ従業員に取組の再確認と
徹底を促す。

6ヶ月ごとに廃棄物の実績値を前年度と
比較し評価する。製造部、営業部の
管理責任者はその結果を踏まえ従業員に
取組の再確認と徹底を促す。

6ヶ月ごと廃棄物の実績値を前年度と
比較し評価する。製造部、管理責任者は
その結果を踏まえ従業員に取組の
再確認と徹底を促す。

年1回有機溶剤の使用量と在庫量を
把握し、製造部の理責任者はその結果を
踏まえ過剰在庫を持たないよう、発注を
コントロールする。

2ヶ月ごと水使用量の実績値を前年度と
比較し評価する。製造部、営業部の
管理責任者はその結果を踏まえ従業員に
取組の再確認と徹底を促す。

現場 本社 取組内容と計画

「ムダをなくす」ことを基本に取り組む。
1か月ごとに電力使用量の実績値前年度と
比較し評価する。製造部、営業部の管理
責任者はその結果を踏まえ従業員に
取組の再確認と徹底を促す。

取組項目
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5 実施体制

役割・責任・権限

  責任・権限

・ 環境経営方針作成 ・ 環境経営システムの承認

・ 環境管理責任者任命 ・ 計画の承認

・ 経営資源の準備

・ 経営における課題とチャンスの明確化 ・ 全体の評価と見直し

・ システムの評価と見直しを行い必要な指示を環境管理責任者に行う

・ 環境経営の統率責任者

・ 取組の評価 ・ 環境経営レポートの作成・発行

・ 各種報告書の作成 ・ 苦情処理に対応

・ 環境経営目標及び環境経営計画等管理の責任者

・ 環境経営目標と環境経営計画の立案、全社員への周知・教育と訓練

・ 条例、法令を管理する ・ 緊急時への対応を指示

・ 運用状況の監視・結果を代表取締役に報告

・ 事務管理

・ 環境活動データ収集と実績まとめ ・ 外部からの問い合わせの窓口

・ 是正、予防措置を検討

・ 環境負荷と原因となる活動を特定する

・ 環境負荷及び取組の自己チェックの実施

・ 環境活動データ収集と実績まとめ ・ 外部からの問い合わせに対応

・ 条例、法令を管理する ・ 緊急時へ対応する

・ 是正、予防措置を実施する

・ 環境負荷と原因となる活動を特定する

・ 環境経営方針、環境経営目標と環境経営計画の社員への周知・教育と訓練

・ 環境管理責任者、専務の指示に基づき行動する

・ 環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

・ 自分の役割を理解し、自主的・積極的に地域社会における環境活動に参加

環境管理責任者
専務

事務局
経理部

現場　取締役
本社　経理部

従業員

代表取締役　小林 昭雄

環境管理責任者・担当者
専務

事務局　経理部

現場　取締役

役割・担当者

代表取締役
小林 昭雄
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6 環境経営目標に対する実績値と評価
確認日：2026年6月22日

＊運用期間は4～3月とする。
＊電力の排出係数はエフビットコミュニケーションズ(株)の調整後係数（R2年）　0.477kg-CO2/kWhとした。
＊基準数値は2022年度～2024年度の平均値とする。
＊灯油とLPGは少量のため目標に設定しない。
＊上記を含めてCO2は排出量は「25688.3kg-CO2/kWh」である。

環境に配慮した工事の推進 〇経営企画に掲げていた計画を実行し目標を達成できた

対基準数値比 ％ - - 6%
〇

不良の削減

社会貢献

川のボランティア
花いっぱい運動

月1回以上
毎日 花のみずやり

月1回 参加した
毎日水やりした

〇

削減率 ％

（印刷物）不良数

電気使用量　 千kWh

-29%

〇

○

27

-

不良数の把握及び削減努力

-

工事現場での目標

水使用量 m3 525
使用量の把握及び
維持又は削減努力

430㎥
(把握できた)

件

○
対基準数値比 ％

20

- - -32%

○

水使用量

有機溶剤の適正管理
キシレン（塗料）

kg 0.3
使用量・在庫量の
把握と適正管理

適切であった

化学物質

産業廃棄物　再資源化率 ％ 100
再資源化量率

100％維持
維持できた ○

廃棄物

％ - - 40%

ガソリン使用量 ℓ 3,000
使用量の把握及び
維持又は削減努力

2,780
(把握できた)

24.00
使用量の把握及び
維持又は削減努力

20.04
(把握できた)

対基準数値比 ％ - 8%

結果

二酸化炭素排出量

〇

取り組み項目 単位 基準数値 2025年度目標 2025年度実績

CO2総排出量 ㎏-CO2 25,000
排出量の把握及び
維持又は削減努力

24,587
(把握できた)

〇

軽油使用量 ℓ 810
使用量の把握及び
維持又は削減努力

807
(把握できた)

○
一般廃棄物 袋 152

排出量の把握及び
維持又は削減努力

140袋
(把握できた)

対基準数値比 ％ - - 40%

〇
対基準数値比 ％ - - -12%

対基準数値比
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年度計

今年 1,629 1,171 983 1,855 2,255 2,067 1,543 1,491 1,619 2,141 1,780 1,509 20,043

増減 -371 -829 -1,017 -145 255 67 -457 -509 -381 141 -220 -491 -3,957

平均は「24000÷12＝2000」に設定している。増減はその値「2000」からの増減を意味している。
今回から使用量の把握及び平均値を越さないように努力することを目標に取り組むこととした。
グラフから読み解くに、基本は平均内で電力の消費を抑えられていることが分かった。
平均を超えている月は「夏の暑さと冬の寒さが厳しい月」であることが見られる。
温度・湿度を一定に保たないと商品の印刷ミスが出てしまうため、
印刷ミス等をなくすために普段よりも電力を多く消費してしまうのが原因である。
まずは9月のように増減値を2ケタ台にすることを目標としたい。
適切な温度・湿度管理を徹底して電力を抑えていきたい。

電気使用量（ｋWｈ）

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

今年

確認日：2026年6月22日
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年度計

今年 36 37 37 39 39 36 36 33 33 36 36 36 430.0

増減 -9 -7 -7 -6 -6 -9 -9 -11 -11 -9 -9 -9 -98.0

平均は「525÷12＝43.75」に設定している。増減はその値「44（四捨五入）」からの増減を意味している。
今回から使用量の把握及び平均値を越さないように努力することを目標に取り組むこととした。
今年は平均より削減及び節水できている結果となった。
水を出しっぱなしにしないことや必要な分だけ水を使う努力をするなど、
無駄が出ないように社員一同で取り組んだからだと思われる。
「塵も積もれば山となる」という言葉があるように、
一日にすると小さなことだがこうしてグラフにすると確実に成果が出ていることがよく分かる。

水使用量（㎥）
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39

今年
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年度計

今年 121 171 330 238 207 203 267 190 324 275 227 227 2,780

増減 -128.5 -79.1 80.4 -12.0 -42.8 -47.4 16.9 -60.0 74.3 25.3 -23.4 -23.3 -220

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年度計

今年 0 0 120 0 0 143 0 0 58 296 128 62 807

増減 -68.0 -68.0 51.5 -68.0 -68.0 75.3 -68.0 -68.0 -10.0 228.1 60.5 -6.2 -9

平均は ガソリンは「3000÷12＝250」に、軽油は「810÷12＝67.5」に設定している。
増減は ガソリンは「250」に、軽油は「68（四捨五入）」からの増減を意味している。
ガソリンは繫忙期及び地方の現場に行き来していた月を除いて削減に成功している。
軽油に関しては軽油を使う車両を使う現場と使わない現場があるため、
「どの月が使いすぎている」や「削減できている」というのが完全に把握できないことを留意願いたい。
しかし分かることもあり ガソリンが平均より増えている時に軽油も増えていることが見て取れる。

ガソリン使用量（L）

軽油使用量（L）
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7 社会貢献および環境活動

①地域社会における環境活動としてボランティアをしている

　「乙津川水辺の楽校」に4年間 継続して参加している。

　毎月第４日曜日に乙津川 河川敷で地域の方々や子どもたちと一緒に、

　ゴミ拾いをしたり除草作業をしたりして川の清掃及び美化活動を行った。

　その後カヌー教室を開催している。

また高校生や大学生もボランティアのサポーターとして

カヌー教室に参加してもらい次世代への環境活動の継続を期待している。

広場では子どもたちが虫取りやエビ取りをしている笑い声が飛び交っています。

その楽しそうな声に私たちも癒されます。

元気に遊ぶ子どもたちを見てこれからも地域の方々と共に環境を守っていきたいと強く思った。

「川に学び、川に感謝し、魅力ある川を次世代に」

このテーマに沿って今後も私達は子供達と共に環境改善への意識を学び活動を続けていきたい。

②弊社では「花いっぱい運動」を掲げており、職場の周りに四季折々の花を植えている。

　歩道を散歩する方々に少しでも心の癒しを届けられたらと思い この活動を考案した。

　現在も継続して活動をしている。

　道行く人々から「綺麗に咲いていますね」と声をかけられることがある。

その声が大変励みになっており社員一同でこの運動に力を入れている。

また仕事中やそれ以外でも挨拶を徹底しており、

誰に対しても気持ちの良い接し方をするよう心がけている。

　大分は素敵は所だ、と思っていただける1つのきっかけになれるよう、

　仕事に励みつつ この活動を続けていきたい。

10



カヌー教室の時の写真。

ボートの乗り降りの手伝いや高校生・大学生・ボランティアの方と一緒にカヌーの漕ぎ方の指導をしている。

初めの頃に比べたら、人に教えられるくらいに上達したと思う。

子どもたちはすぐに習得していたので 物事を吸収する力が強いのだと改めて感じた。

カヌーは2人で息を合わせて漕ぐことが大事だ。

このように誰かと協力して何かに取り組む力は、社会に出てからも必要な力だと考える。

カヌー教室を通して、仲間との絆の大切さがより深く理解できた。

食事会の時の写真。

ボランティアの最後は参加者全員でお弁当を食べて交流を深めている。

安部会長が持参したおにぎりと漬物はとても美味しく活力がみなぎった。

弊社持参のぼたもちやシソジュースも好評で、おかわりしてくれる人もいる。

何気ない会話・自然の匂い・美味しい食事が、

こんなにも穏やかで安らぐ時間になるのだと改めて感じた。

株式会社　東大分ノヴェル 11



乙津川水辺の楽校の活動が令和7年5月2日の合同新聞に掲載された。

新聞を見てボランティア場所に来た という方もいたので、

6月以降はかなり人数が増えて大賑わいだった。

この活動をもっと広めて川のことだけでなく 大分の素晴らしさも伝えていきたい。

今後も継続して参加を続けようと思える一つのきっかけになった。

花いっぱい運動の写真。歩行者に見えるところに設置している。

綺麗だと声をかけられたり写真を撮ってくれたりする人がいてとても嬉しく思う。

プチパワースポットになれたらと活動を続けていたが、

今ではその言葉通りの場所になれているのではと思う。

今後も継続し歩行者に少しでも心の安らぎを贈りたい。

株式会社　東大分ノヴェル 12



8 次年度以降の環境経営目標

※今後の会議により「目標の変更」及び「平均値の値」変更の可能性あり。

二酸化炭素排出量の削減

CO2総排出量 ㎏-CO2 25,000

0.3 使用量・在庫量の把握と適正管理

工事現場での目標

環境に配慮した工事の推進 環境経営計画に基づいて施工を行う。

電気使用量　 千kWh 24.00

24000代を維持及び削減努力

2022年度～2024年度の平均値を基準値として取組む。各年度は4月～3月とする。

取り組み項目 単位 基準値 2026年度 2027年度 2028年度

23.00代を維持及び削減努力

軽油使用料 ℓ 810

ガソリン使用量 ℓ 3,000 平均値を越さないよう削減努力すること

平均値を越さないよう削減努力すること

10代に減らすこと、又は削減努力

廃棄物削減

一般廃棄物　排出量把握 袋 152 140代を維持及び削減努力

100 再資源化量率 100％維持

525

水使用量の削減

水使用量 m3 500代いかないように維持及び削減努力

基本は使用量・排出量の把握、そして基準値の維持及び削減を目標とする。

川のボランティア 月１回 開催

不良の削減

社会貢献

（印刷物）不良数 件 27

化学物質の削減

有機溶剤の適正管理
キシレン（塗料）

kg

産業廃棄物　再資源化率 %

株式会社　東大分ノヴェル 13



9 環境経営計画の実施状況並びに次年度の計画

確認日：2026年6月22日

電力による二酸化炭素排出量の削減
・ 冷暖房機器使用時間、空調温度適正化 〇 〇
・ 不要照明のスイッチオフ 〇 〇
・ 昼休みの消灯 〇 〇
・ 未使用・非稼働設備の電源オフ 〇 〇
・ 省エネ機器への入れ替え 〇 〇

４.環境目標参照：変更せず、次年度も継続する。

自動車燃料等による二酸化炭素排出量の削減
・ アイドリングストップ 〇 〇
・ 急加速の抑制 〇 〇
・ 冷房の控えめ使用 〇 〇
・ 省エネタイプの車両への入れ替え 〇 〇

４.環境目標参照：変更せず、次年度も継続する。

一般廃棄物の削減
・ 廃棄物分別の徹底 〇 〇
・ メモ用紙のリサイクル 〇 〇
・ 濡れている廃棄物の乾燥 〇 〇
・ 梱包材の返却 〇 〇

４.環境目標参照：変更せず、次年度も継続する。

産業廃棄物の削減
・ 廃棄物分別の徹底 〇 〇
・ 梱包材の返却 〇 〇
・ 個人による木屑の再利用 〇
・ 潤滑材代用のビニールのリサイクル 〇
・ 廃パレットのリサイクル 〇

４.環境目標参照：変更せず、次年度も継続する。

化学物質の削減
・ シンナーの再利用 〇
・ 塗装工程の改善（段取り、ムダの排除） 〇
・ 過剰在庫、過剰発注の防止 〇

節水
・ 洗浄工程の改善（ムダの排除） 〇 〇
・ 手洗い水量の適正化（ムダの排除） 〇 〇

不良の削減
・ 工程内不具合の件数を減少する 〇 〇
・ 流出不具合の件数を削減する 〇 〇
・ コピー用紙の無駄をなくす 〇 〇
工事現場での目標

・ 環境に配慮した工事の推進 〇

社会貢献
・ 川のボランティア 〇
・ 花いっぱい運動 〇

今年度の取組を継続する。

今年度の取組を継続する。
廃棄物の分別をしっかり行う。

作業する前に２重チェックを行う。

今年度の取組を継続する。産業廃棄物は実績値を
継続的に記録し、1年程度の実績を踏まえ目標値の
見直しなども検討する。

今年度の取組を継続する。

取組項目 製作部 総務部 取組内容と計画

目標値の見直し

今年度の取組を継続する。
非稼働設備の電源OFFを徹底する。
冷暖房機器の清掃・点検をする。
使用する部屋を最小限にする。

目標値の見直し

今年度の取組を継続する。
冷暖房の温度設定を見直し改善。
車の点検を欠かさず行う。

目標値の見直し

今年度の取組を継続する。
在庫管理の徹底をする。

今年度の取組を継続する。

目標値の見直し

株式会社　東大分ノヴェル 14



10 環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無

遵守確認：2026年6月22日

下水道の使用開始届 ○

事故時の措置（事故の届け出と必要な措置） ○

浄化槽設置後の外観検査・水質検査 ○

定期検査（毎年1回の法定検査の実施） ○

○

○

○

○

○

○

ガ
ス

○

その他法規・条例関係

○

○

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。なお、関係当局よりの違反等の指摘は、ありませんでした。

化
学
物
質

○
対象物質（キシレン）取扱量の把握
対象物質取扱量が1ｔを超えた場合、大分県へ報告する

第１条PRTR法

○

○

空調室外機の簡易点検、定期点検(7.5kW以上）の実施など

○

特定家庭用機器廃棄物の排出時、収集・運搬又は再商品化等をする者に引渡し、
必要な料金を支払う。

排出事業者は、特定製品が廃棄される場合にフロン類の適正処理に必要な措置を講じなければならな
い（廃棄時、フロン類回収業者へ引き渡し実施）

リ
サ
イ
ク
ル

家電リサクル法

フ
ロ
ン

フロン排出抑制法
（フロン類の使用の合化及び
管理の適正化に関する法律）

第１条

第4条

第16条

第12条の9

第11条の2
下水道法

　物品を購入する際、なるべく環境に配慮した物品を選ぶ

高圧アセチレンガスボンベの適正な取扱い

第11条
浄化槽法

事業者は、その事業活動に伴つて生じた廃棄物を自らの責任において適正に処理しなければならない。

第12条の3 運搬・処分を委託する場合マニフェスト伝票を交付する。（弊社は委託業者にもらう）

法12条3第6項
則8条27 産業廃棄物管理票交付等状況報告書の提出

法12条4 産廃収集運搬・処理業者の許可の確認、契約

適合
状況区分

法規制名

関連法規制等

条項
条項の内容

道路交通法

第7条

消防法

危
険
物

高圧ガス保安法

第10条

第6条

　交通公害に係る大気汚染による公安委員会の交通規制への協力。交通ルールを遵守し、道路での事故やトラブルを
　防止し、安全でスムーズな交通状態を心掛ける。過積載車両の運転の要求等の禁止並びに違反荷主等への再発防止命令。

グリーン購入法

指定数量以上の危険物は、貯蔵所以外の場所で貯蔵、又は取り扱つてはならない。
※非該当ではあるが危険物は取り扱っているので対応した

水
質

廃棄物の処理及び清掃に
関する法律

第3条

廃
棄
物

自社による運搬時の表示、書類携行則7条2の2
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11 代表者による全体の評価と見直し・指示

　　　作成日：2026年6月22日　　　保管期間：5年間

社会貢献

　を咲かせている

工事現場での目標

を次世代に残していきた
い。

含め活動参加者の皆がふるさ
との川である乙津川の大切さ

ランティア活動することによ 「大分のふるさとの川」
って新陸も深めることができ
たと思う。また、食事会では

　お菓子や飲み物を差し入れ
・会社の周りは常に「花いっ

　「乙津川水辺の楽校」への
　ボランティア活動に参加
・川の清掃活動・除草作業

　ぱい運動」で四季折々の花

・カヌー教室に参加及び
　サポート
・ボランティア活動の参加時
　牡丹餅や、しそジュース等

化学物質の削減

　約

・二重チェックを行う

水使用量の削減

（印刷物）不良の削減

・洗車用水や花の水やりの節 の意識を高めることに成功し の呼びかけ及び実行を継

　適正管理をする て、化学物質の適正管理はよ
くできた。

る。安全かつ効率よく保
管できるよう努力する。

使用量削減に大きく貢献して

た。きちんと行った時は不良
品になるのを防げていた。

ほどチェックを怠らない
こと。

印刷前に二重チェック・

廃棄物削減
ず行い、その指示通りにの人が空いていないからと一

人で作業してミスすることが 製作等をする。
多いように感じる。

なった。繁忙期の際自分以外
し書類をなくすことも少なく
ごみの分別はよくできている

・二重チェックを確実に行う
・コピー用紙の無駄をなくす
・ゴミの分別の徹底

る。作業内容の確認を必

　両と台数のみで向かう
・現場に向かう際は必要な車

・エアコンの温度設定

指示をする際はなるべく

これからも地域の方々や

細かく説明するようにす

を学ぶことができた。地域の

子どもたちと共に手を取
り合って「乙津川水辺の
楽校」の活動を続けてい

参加者みんなの笑顔が見れ、
とても良い経験になったと参

今年度と同じように節水

引き続き適正管理に努め

ボランティア活動を通し私達

節水の呼びかけによって社員

使用量が少なかったのもあっ

加した社員も言っていた。

・水道の使い方を考える

辺りになるように努力を・不使用時の消灯
すること。・必要な作業部屋のみを使用

・節水の呼びかけ及び実行

・使用量及び在庫量の把握と

方々や子どもたちと一緒にボ

た。グラフにもあるように水

いる。
人手不足で二重チェックがで

続する。

きたい。そして魅力ある

工事の効率化及びミス防止の

・第4週の日曜日に行われる
できていた。

今後も事前会議を継続し
ため、事前の話し合いを徹底で て行うよう心がける。

・環境に配慮した工事の推進

　（水の出しっぱなし 等）

きない場合にミスが発生し 修正をする。急ぎの案件

環境経営計画の取組結果の評価及び次年度の取り組み

項　　　目 活　動　内　容 評　　　価 次年度の取り組み

ったので平均を越してしまう
電力の排出係数がかなり上が

忙期は可能な限り平均値
月は積極的に取組み、繫
ていきたい。削減できる
台に抑えることを徹底し
しまう際は増減値2ケタ
使用量の平均値を越して

を試みていきたい。
た。来年も同じ平均値で削減
無事目標を達成する事が出来
のではないかと不安だったが

二酸化炭素排出量の削減

　（冷房26℃　暖房27℃）
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取組項目別の評価と変更の必要性の判断

［評価項目］ ［評価結果・変更の有無］

代表者によるコメント・指示 代表取締役　　　　記載日：2026年6月22日

令和４年４月１日にエコアクション２１の認証に向けてスタートし、
令和４年１１月６日に認証・登録されました。
令和７年４月～令和８年３月の１年間において下記項目の評価を行いました。

　　1.環境経営方針
　　2.環境経営目標
　　3.環境活動計画
　　4.実施体制

　　・良好　　　・変更あり
　　・良好　　　・変更あり
　　・良好　　　・変更なし
　　・良好　　　・変更なし

今年から平均値の導入及び目標の変更を行い、新たなEA21の取組をスタートさせた。
平均値は平均の素の値を見て「今後の目標達成に無理がないか」「今後の仕事量を考慮できているか」を、
社員全員で検討し 必要に応じて素の平均値より増やして全く達成できないのを防ぐようにしている。
その設定がちょうどよく、全目標達成出来ており仕事量が増えても大きく値が逸れることはないと確信した。
中東情勢や材料の大幅値上など、様々なことが重なって 弊社含め中小企業は苦しい時期に突入してしまった。
経営はもちろん電力・ガソリン等の使用量及び金額も上がり厳しい局面になっているとすごく感じる。
今後は営業に更に力を入れるべく地方回りをしたり営業に外に出る頻度を上げたりしていこうと話し合った。
それに伴って平均値を超えてしまったり目標を達成できないこともあるかもしれない。
一喜一憂しつつも 今後どうやって対策していくか、経費削減できるかを社員全員で考えていきたい。
EA21を通して話し合い・会議の大切さを学んだ。
弊社全員で仕事と環境についてを考え適宜話し合って解決に向かう、というのを今後も大事にしていきたい。
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株式会社　東大分ノヴェル
https://www.oita-novel.co.jp/

E-mail：koukoku@oct-net.ne.jp

〒870-0925 大分県大分市牧上町16-12

TEL：(097)552-0348　FAX：(097)558-7682
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